


コネクテッドは常に時代に合った製品を提供してきました。
FullWEB 9では以下の対応がなされました。

（１）Google Chrome対応（Windows版）
これまで、企業内で利用されるWEBブラウザはマイクロソフトのIEが中心でしたが、

Chromeを併用する企業が増加してきました。FullWEB 9では、IEに加えてChromeをブラウザと
して利用できるようになりました。

（２）SilverLightからWPFへ
FullWEB-PDMはマイクロソフトのSilverLight技術を利用して部品表を表示しています。この

技術に対するマイクロソフトのサポートは2021年10月で切れることになっています。FullWEB
9ではSilverLightと親和性の高いマイクロソフトWPFを利用し、これまでと同じ操作感で動作す
る部品表を新規開発しました。

（３）ActiveXなしで動作
企業におけるセキュリティー要求は年々レベルが上がってきており、インストールに管理

者権限を要するActiveXの利用を制限する企業が増加してきました。FullWEB 9ではActiveXなし
で、これまでと同じ操作感でファイルの登録・取出しを実施できるコンポーネントを新規開
発しました。

Chrome版 スクリーンショット
ドラッグ＆ドロップ
で複数ファイル登録

部品表の操作感も
まったく同じ

ダブルクリック
でファイル開く

ブラウザや利用技術が変わっても
これまで使ってきたバージョンと

使い勝手が変わらない
それが、バージョン９です。


